
3

-
日
は

李
善
の
「
上
文
選
注
表
」
に
つ
い
て

富
　
十
　
　
　
f
-
-
1

李
善
の
『
文
選
』
注
に
対
す
る
評
価
に
つ
い
て
は
へ
敢
え
て
賛
言
を
要
す
る
ま
で
も
な
い
が
'
『
新
唐
書
』
文
芸
伝
の
'
李
善
に
対
す

る
評
価
は
あ
ま
旦
商
い
も
の
で
は
な
い
。
官
界
で
活
躍
し
'
文
章
家
と
し
て
も
著
名
で
あ
っ
た
息
子
李
亀
の
付
録
と
し
て
扱
わ
れ
て
お
り
,

そ
の
冒
頭
で
も
「
李
亀
へ
字
は
泰
和
へ
揚
州
江
都
の
人
な
り
0
父
善
へ
雅
行
有
り
て
'
掩
-
古
今
を
貫
け
ど
も
へ
辞
を
属
る
能
は
ず
.
故

に
大
　
書
麓
と
号
す
」
と
記
す
。
「
書
麓
」
と
い
う
の
は
'
書
籍
を
入
れ
る
竹
製
の
か
ご
の
意
で
あ
り
'
そ
れ
だ
け
な
ら
博
学
を
評
す
る

こ
と
に
な
る
の
だ
が
'
実
は
こ
の
こ
と
ば
は
次
の
よ
う
な
謂
れ
を
持
っ
て
い
る
。

時
に
右
丞
博
通
へ
好
ん
で
広
-
書
を
読
む
も
'
其
の
義
を
解
せ
ず
。
柳
は
唯
だ
『
老
子
』
を
読
む
の
み
。
追
　
毎
に
之
を
軽
ん
ず
。

柳
云
ふ
'
「
卿
は
書
を
読
む
こ
と
多
L
と
錐
も
'
而
れ
ど
も
解
す
る
所
無
し
。
書
麓
と
謂
ふ
べ
し
」
と
。
時
人
　
其
の
言
を
重
ん
ず
。

(
『
晋
書
』
巻
六
一
劉
柳
伝
)

こ
れ
は
へ
梁
・
沈
約
の
撰
と
も
伝
え
ら
れ
る
『
俗
説
』
(
『
太
平
御
覧
』
巻
六
1
六
引
)
の
話
を
『
晋
書
』
が
転
載
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
博
連
と
い
う
の
は
'
宋
の
武
帝
劉
裕
に
仕
え
た
著
名
な
文
人
痔
亮
の
兄
で
あ
る
(
『
宋
書
』
巻
四
三
)
。
そ
の
樽
連
が
、
読
書
量
が
多

い
だ
け
で
内
容
を
理
解
し
て
い
な
い
と
い
う
の
で
'
劉
柳
か
ら
「
書
麓
」
と
評
さ
れ
て
い
る
。
博
通
兄
弟
と
李
善
父
子
の
関
係
が
同
様
で

あ
る
の
も
共
通
し
て
い
る
。

で
は
'
李
善
は
'
本
当
に
「
辞
を
属
る
能
は
ざ
る
」
人
物
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
.
確
か
に
、
多
く
の
文
章
を
残
し
て
い
る
李
亀
に

比
べ
へ
李
善
の
文
章
は
「
上
文
選
注
表
」
の
み
で
'
他
に
は
何
の
詩
文
も
残
さ
れ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
へ
そ
の
「
上
文
選
注
表
」
を
読



47

永{
m

てしつにt
■義往還文上ドの善李

め
ば
'
「
辞
を
属
る
能
は
ず
」
と
は
全
-
逆
の
能
文
の
才
が
窺
わ
れ
る
。
高
歩
濠
も
『
文
選
李
注
義
疏
』
で
'

『
新
伝
』
の
書
麓
の
号
に
至
り
て
は
'
殊
に
信
ず
る
に
足
ら
ず
。
善
の
文
　
多
-
は
見
え
ざ
れ
ど
も
、
即
ち
此
の
表
を
以
て
之
を

観
れ
ば
'
問
括
塊
麗
な
り
O
之
を
四
傑
・
雀
・
李
の
諸
家
に
較
ぶ
る
も
'
殊
に
悦
色
無
し
O
則
ち
謂
ふ
所
の
「
辞
を
属
る
能
は
ず
」

は
'
殊
に
弁
を
待
た
ず
。

と
へ
そ
の
文
章
が
初
唐
の
四
傑
(
慮
照
鄭
・
騒
賓
王
・
王
勃
・
楊
胴
)
や
杜
審
言
・
蘇
味
道
と
共
に
「
文
章
四
友
」
と
称
さ
れ
た
雀
融
・

(
-
)

李
嶋
と
遜
色
が
な
い
と
い
う
。
そ
し
て
へ
高
氏
は
「
上
文
選
注
表
」
中
の
言
葉
の
典
故
を
指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
へ
そ
の
後
へ
こ
の
文
章

に
対
す
る
十
分
な
読
解
は
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
へ
本
稿
で
は
'
「
上
文
選
注
表
」
の
注
解
を
試
み
へ
李
善
の
餅

文
創
作
の
才
を
考
察
し
て
み
た
い
。

と
こ
ろ
で
へ
『
文
選
』
注
を
上
表
し
た
時
期
に
つ
い
て
二
説
が
あ
る
。
一
つ
は
'
『
文
選
』
に
付
さ
れ
て
い
る
「
上
文
選
注
表
」
に
見
え

】sサ:

る
「
顕
慶
三
年
(
六
五
八
)
九
月
十
七
日
文
林
郎
守
太
子
右
内
率
府
録
事
参
軍
事
崇
賢
館
直
学
士
臣
李
善
上
表
」
で
あ
り
'
一
つ
は
,
『
唐

会
要
』
巻
三
六
に
見
ら
れ
る
「
顕
慶
六
年
(
六
六
一
へ
二
月
に
改
元
さ
れ
龍
朔
元
年
と
な
る
)
正
月
二
十
七
日
へ
右
内
率
府
録
事
参
軍
崇

o
:

賢
館
直
学
士
李
善
へ
上
注
『
文
選
』
六
十
巻
へ
蔵
干
秘
府
」
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
事
情
で
へ
　
こ
の
二
つ
の
記
録
が
残
さ
れ

て
い
る
の
か
'
不
明
で
あ
る
が
'
屈
守
元
氏
は
'
李
善
が
『
文
選
注
』
を
上
表
し
て
か
ら
へ
三
年
た
っ
て
始
め
て
正
式
の
詔
に
よ
っ
て
秘

】E>

府
に
収
め
ら
れ
た
の
だ
と
い
う
。
な
お
へ
そ
の
時
の
官
職
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
「
文
林
郎
」
は
'
実
務
を
伴
わ
な
い
従
九
品
上

の
散
官
で
位
を
示
す
た
め
に
使
わ
れ
る
(
『
大
唐
六
典
』
巻
二
尚
書
省
吏
部
)
。
「
守
」
は
官
職
の
方
が
位
よ
り
高
い
こ
と
を
示
す
。
官
吏

と
し
て
の
位
で
あ
る
「
文
林
郎
」
(
従
九
品
上
)
よ
り
、
実
務
の
「
太
子
右
内
率
府
録
事
参
軍
事
」
(
正
九
品
上
)
が
晶
階
が
高
い
。
「
太

子
右
内
率
府
」
は
'
皇
太
子
を
護
衛
す
る
東
宮
の
役
所
で
'
「
録
事
参
軍
事
」
は
そ
の
文
書
管
理
な
ど
を
担
当
す
る
(
『
旧
唐
書
』
職
官
志

三
へ
『
新
唐
書
』
百
官
志
四
上
、
『
大
唐
六
典
』
巻
二
八
)
。
時
の
太
子
は
'
高
宗
の
第
五
子
弘
(
則
天
武
后
の
子
で
顧
慶
元
年
四
歳
で
太

子
と
な
り
上
元
二
年
に
亮
ず
)
で
あ
っ
た
。
「
崇
賢
館
直
学
士
」
も
東
宮
の
官
で
あ
る
。
崇
賢
館
は
貞
観
十
三
年
に
置
か
れ
'
学
士
・
直
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O
7

学
士
な
ど
が
東
宮
の
経
籍
図
書
を
整
理
し
諸
生
を
教
授
す
る
の
を
任
と
し
へ
上
元
二
年
以
降
は
太
子
李
賢
の
名
を
避
け
て
崇
文
館
と
改
名

さ
れ
て
い
る
(
『
旧
唐
書
』
職
官
志
三
へ
『
新
唐
書
』
百
官
志
四
上
へ
『
大
唐
六
典
』
巻
二
六
)
0

(
5
)

以
下
へ
「
上
文
選
注
表
」
を
六
段
に
分
け
て
読
解
し
、
李
善
の
餅
文
創
作
を
分
析
し
て
み
る
。
な
お
へ
底
本
に
は
胡
刻
本
を
使
用
し
た
。

一
臣
善
言
へ
窮
以
道
光
九
野
、
縛
景
緯
以
照
臨
O
徳
載
八
輿
麗
山
川
以
錯
時
。
垂
象
之
文
新
著
へ
含
章
之
義
幸
宜
。
協
人
震
以
取
則
,

基
化
成
而
白
蓮
。
(
九
傑
本
、
上
野
氏
蔵
抄
本
協
作
叶
。
)
-

ぉ

も

　

　

　

　

　

　

　

か

が

や

　

　

　

か

ぎ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

つ

臣
善
言
す
。
病
に
以
ん
み
れ
ば
、
道
は
九
野
に
光
き
'
景
緒
を
縛
り
て
以
て
照
臨
す
。
徳
は
八
擬
を
載
せ
て
'
山
川
に
麗
き
て
以
て

ま

じ

　

た

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

の

り

　

　

　

　

　

　

　

　

　

も

と

ゐ

錯
り
時
て
り
。
象
を
垂
る
る
の
文
　
斯
に
著
は
れ
へ
章
を
含
む
の
義
　
幸
に
宣
べ
り
。
人
霊
に
協
ひ
て
以
て
則
を
取
り
へ
化
成
に
基
し

て
自
づ
か
ら
遠
し
。

【
注
解
】
○
道
光
九
野
　
天
道
が
宇
宙
全
体
を
照
ら
し
て
い
る
こ
と
を
い
う
。
「
道
光
」
は
'
『
周
易
』
益
卦
豪
伝
に
「
上
よ
り
し
て
下
に

下
り
へ
其
の
道
大
い
に
光
-
」
と
あ
る
。
「
九
野
」
は
'
天
を
九
つ
に
分
け
そ
の
全
体
を
い
う
。
『
呂
氏
春
秋
』
有
始
覧
と
『
准
甫
子
』
天

文
訓
に
見
え
る
。
○
縛
景
緯
　
太
陽
と
星
を
光
で
飾
る
こ
と
0
『
文
選
』
巻
四
六
王
融
「
三
月
三
日
曲
水
詩
序
」
の
「
摂
景
緯
以
裁
基
」

李
善
注
に
「
景
は
日
な
り
。
緒
は
星
な
り
」
と
い
う
。
○
照
臨
　
上
か
ら
照
ら
す
意
。
『
毛
詩
』
瑚
風
日
月
に
「
日
や
月
や
,
下
士
を
照

臨
す
」
と
あ
る
o
 
O
徳
載
八
挺
　
道
徳
が
地
上
の
四
方
八
方
に
満
ち
て
い
る
こ
と
o
「
挺
」
は
'
地
の
果
て
o
『
文
選
』
巻
四
八
司
馬
相
如

「
封
禅
文
」
の
「
下
源
八
擬
」
孟
康
注
に
「
擬
は
'
憲
擬
の
若
し
O
地
の
八
際
な
芝
と
い
う
0
0
震
山
川
以
錯
崎
　
道
徳
が
地
上
の
事

物
に
付
着
し
て
林
立
し
て
い
る
こ
と
。
「
鷺
」
は
'
付
着
の
意
。
『
周
易
』
離
卦
豪
伝
に
「
百
穀
草
木
　
土
に
麗
く
」
と
あ
る
。
九
条
本
・

H

I

5

*

サ

ー

明
州
本
・
慶
安
本
で
は
'
「
山
川
を
震
し
-
し
て
」
と
訓
じ
て
い
る
。
今
、
高
氏
注
に
従
う
。
「
錯
崎
」
は
'
混
じ
り
立
つ
意
。
『
晋
書
』

天
文
志
上
に
「
衆
星
列
布
L
へ
体
は
地
に
生
じ
へ
精
は
天
に
成
る
。
列
居
錯
噂
し
'
各
お
の
属
す
る
倣
有
り
」
と
あ
る
。
○
垂
象
之
文

天
が
吉
凶
を
示
す
自
然
現
象
。
『
周
易
』
繋
辞
伝
下
に
へ
「
天
　
象
を
垂
れ
へ
吉
凶
を
見
は
し
、
聖
人
　
之
に
象
る
」
と
あ
る
。
○
含
章
之
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義
　
美
徳
を
内
包
し
た
正
し
い
道
o
『
周
易
』
坤
卦
六
三
文
辞
に
「
章
を
含
む
貞
に
す
べ
し
」
と
あ
る
.
〇
協
人
霊
以
取
則
　
天
文
が
人

文
に
合
致
L
t
よ
き
手
本
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
「
人
霊
」
は
'
万
物
の
霊
長
で
あ
る
人
間
を
い
う
。
『
尚
書
』

泰
誓
上
に
'
「
惟
れ
天
地
は
万
物
の
父
母
へ
惟
れ
人
は
万
物
の
霊
な
り
」
と
あ
り
へ
孔
安
国
伝
に
「
霊
は
神
な
り
。
天
地
の
生
む
所
へ
惟

だ
人
を
貴
L
と
為
す
」
と
い
う
。
「
取
則
」
は
'
手
本
と
す
る
意
。
『
文
選
』
巻
一
七
「
文
賦
」
に
'
「
斧
を
操
り
て
村
を
伐
る
に
至
り
て

は
'
則
を
取
る
こ
と
遠
か
ら
ず
と
錐
も
'
夫
の
手
に
随
ふ
の
変
の
若
き
は
'
良
に
辞
を
以
て
逮
び
難
し
」
と
あ
る
。
○
基
化
成
而
自
遠

教
化
を
達
成
す
る
本
と
な
っ
て
自
然
と
遠
く
に
ま
で
及
ん
だ
と
い
う
意
。
「
化
成
」
は
'
天
下
を
教
化
し
風
俗
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
。
『
周

易
』
恒
卦
象
伝
に
「
聖
人
は
其
の
道
に
久
し
-
し
て
'
天
下
化
成
す
」
へ
貴
卦
象
伝
に
「
天
文
を
観
て
'
以
て
時
の
変
を
察
し
へ
人
文
を

観
て
'
以
て
天
下
を
化
成
す
」
と
あ
り
へ
後
者
は
昭
明
太
子
の
「
文
選
序
」
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。
「
自
遠
」
を
'
明
州
本
・
慶
安
本

で
は
'
「
遠
き
よ
り
」
と
訓
じ
て
い
る
。
今
は
へ
『
唐
代
文
選
』
の
「
自
然
及
遠
」
と
解
す
る
の
に
従
う
。

第
一
段
は
、
主
に
『
周
易
』
を
典
拠
と
し
て
天
道
の
徳
が
天
地
に
行
き
渡
り
'
天
文
・
自
然
現
象
が
現
れ
へ
そ
れ
に
叶
っ
た
人
文
に
よ

っ
て
風
俗
が
教
化
さ
れ
完
成
し
た
こ
と
を
い
う
。

L
I
　
故
義
経
之
前
へ
飛
葛
天
之
浩
唱
。
嫡
策
之
後
'
淡
叢
雲
之
奥
詞
.
.
歩
駿
分
途
'
星
蹟
殊
建
。
球
鍾
愈
暢
①
'
舞
詠
方
滋
o
楚
園
詞
人
へ

御
蘭
芽
於
絶
代
。
漠
朝
才
子
'
綜
聾
幌
於
連
年
o
虚
玄
流
正
始
之
音
へ
気
質
馳
建
安
之
鮭
.
長
離
北
度
②
'
騰
雅
詠
於
圭
陰
o
化
龍
東

薫
へ
煽
風
流
於
江
左
。
(
①
上
野
氏
蔵
妙
本
球
作
錬
.
②
九
候
本
へ
上
野
氏
蔵
砂
本
皮
作
上
O
)

s
e
m
s

故
に
義
縄
の
前
に
は
'
葛
天
の
浩
唱
を
飛
ば
し
へ
嫡
黄
の
後
に
は
'
叢
雲
の
奥
詞
を
換
か
す
O
歩
験
　
途
を
分
ち
'
星
塵
　
建
を
殊

お

さ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

す

に
す
。
球
鍾
愈
い
よ
暢
び
'
舞
詠
方
に
滋
し
。
楚
国
の
詞
人
は
'
蘭
芽
を
絶
代
に
御
む
。
漠
朝
の
才
子
は
'
馨
幌
を
遥
年
に
綜
ぶ
。
虚

あ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ま

玄
は
正
始
の
音
を
流
し
へ
気
質
は
建
安
の
体
を
馳
す
。
長
離
　
北
に
度
り
'
雅
詠
を
圭
陰
に
騰
ぐ
.
化
龍
　
東
に
熟
せ
て
'
風
流
を
江

s
b

左
に
煽
ん
に
す
。



刺揺て_
>つに」表荏還文上

ニ
t
■の善李tnH

lnHl

【
注
解
】
○
義
縄
之
前
　
伏
義
氏
が
縄
を
結
ん
で
約
束
事
と
し
た
結
縄
の
治
以
前
。
『
周
易
』
繋
辞
伝
下
に
「
上
古
は
縄
を
結
ん
で
治
ま

れ
り
。
後
世
の
聖
人
こ
れ
に
易
ふ
る
に
書
契
を
以
て
す
」
と
あ
り
へ
許
供
の
『
説
文
解
字
』
寂
に
は
「
神
農
氏
に
及
ぶ
ま
で
へ
縄
を
結
ん

お

で
治
を
為
し
て
'
其
の
事
を
統
ぶ
」
と
い
う
。
ま
た
へ
『
文
選
』
巻
三
五
「
七
命
」
に
「
義
皇
の
縄
を
解
き
へ
陶
唐
の
象
を
錯
-
」
と
為

り
へ
　
そ
の
李
善
注
は
繋
辞
伝
下
を
引
-
。
た
だ
へ
昭
明
太
子
の
「
文
選
序
」
で
は
'
「
伏
義
氏
の
天
下
に
王
た
る
に
逮
ぶ
や
'
始
め
て
八

卦
を
画
き
'
書
契
を
造
り
て
'
以
て
結
縄
の
政
に
代
ふ
。
是
に
由
り
て
文
籍
生
ず
」
(
こ
れ
は
へ
　
繋
辞
伝
下
の
「
古
老
包
犠
氏
の
天
下
に

王
た
る
や
、
仰
い
で
は
象
を
天
に
観
へ
僻
し
て
は
法
を
地
に
観
へ
鳥
獣
の
文
と
地
の
宜
と
を
観
へ
近
-
は
諸
を
身
に
取
り
へ
遠
-
は
諸
を

物
に
取
と
是
に
於
い
て
始
め
て
八
卦
を
作
り
へ
以
て
神
明
の
徳
を
通
じ
'
以
て
万
物
の
情
を
類
す
」
に
基
づ
く
)
と
い
い
へ
李
善
の
考

え
と
は
違
う
。
○
葛
天
之
浩
唱
　
「
葛
天
」
は
'
伝
説
上
の
君
主
葛
天
氏
。
伏
義
氏
の
前
に
無
為
の
治
が
行
わ
れ
て
い
た
理
想
的
純
朴
な

世
の
君
主
。
『
呂
氏
春
秋
』
仲
夏
紀
古
楽
篇
に
「
昔
へ
葛
天
氏
の
楽
へ
三
人
牛
尾
を
操
り
'
足
を
投
じ
て
以
て
八
開
を
歌
ふ
」
と
あ
り
へ
『
文

選
』
巻
八
「
上
林
賦
」
に
も
'
「
葛
天
氏
の
歌
を
聴
く
。
千
人
唱
ひ
'
万
人
和
す
。
山
陵
之
が
為
に
震
動
L
へ
川
谷
之
が
為
に
蕩
渡
す
」

と
い
う
.
「
浩
唱
」
は
'
声
高
ら
か
に
歌
う
.
『
楚
辞
』
九
歌
東
皇
太
l
に
「
芋
悪
を
陳
ね
て
浩
侶
す
」
へ
九
歌
少
司
命
に
-
「
風
に
臨
ん
で

悦
と
し
て
浩
歌
す
」
と
あ
る
.
〇
嫡
策
之
後
　
「
嫡
」
は
'
女
嫡
氏
。
「
策
」
は
、
笛
の
1
種
。
笠
業
.
『
礼
記
』
明
堂
位
に
「
女
禍
の
笠

業
」
と
あ
り
へ
鄭
玄
注
引
『
世
本
』
作
篇
に
「
女
禍
笠
葺
を
作
る
」
と
い
-
。
○
淡
叢
雲
之
奥
詞
　
「
扶
」
は
'
輝
く
意
。
『
文
選
』
巻

四
「
萄
都
賦
」
に
'
「
藻
を
檎
べ
天
庭
に
挟
か
す
」
と
あ
る
.
「
叢
雲
」
は
'
群
が
り
集
ま
る
雲
。
こ
こ
で
は
'
舜
帝
の
作
っ
た
「
卿
雲
歌
」

を
さ
す
。
『
太
平
御
覧
』
巻
八
引
『
尚
書
大
伝
』
に
'
「
舜
賓
客
と
為
り
'
爵
主
人
と
為
り
'
百
工
相
和
し
て
卿
雲
を
歌
ふ
。
時
に
干
い
て

八
風
循
通
し
へ
卿
雲
叢
叢
た
り
」
と
い
う
.
『
芸
文
類
衆
』
巻
四
三
に
引
-
「
卿
雲
歌
」
は
'
「
卿
雲
欄
今
へ
礼
纏
接
骨
0
日
月
光
華
へ
　
且

或
且
骨
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
昭
明
太
子
の
「
文
選
序
」
で
は
'
伏
義
氏
の
前
に
は
「
世
は
質
に
民
は
浮
く
し
て
'
新
の
文
　
末
だ
作

ら
ず
」
と
言
っ
て
い
て
'
李
善
が
葛
天
氏
や
舜
の
歌
が
あ
る
と
す
る
の
と
違
う
。
沈
約
の
「
『
宋
書
』
謝
霊
運
伝
論
」
で
は
'
「
虞
夏
以
前
、

遺
文
親
え
ず
と
難
も
'
気
を
裏
け
霊
を
懐
き
、
理
と
し
て
或
い
は
異
な
る
無
し
。
然
ら
ば
則
ち
歌
詠
の
興
る
所
は
'
宜
し
く
生
民
よ
り
始
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ま
る
べ
き
な
り
」
と
い
い
へ
『
文
心
離
龍
』
明
詩
篇
に
は
「
昔
葛
天
氏
の
楽
辞
へ
玄
鳥
曲
に
在
り
。
黄
帝
の
雲
門
、
理
と
し
て
空
絃
な
ら

ず
o
轟
に
至
り
て
大
唐
の
歌
有
り
'
舜
は
南
風
の
詩
を
造
る
」
と
い
う
.
李
善
は
'
こ
れ
ら
の
考
え
に
よ
っ
て
い
る
。
○
歩
駿
分
途
　
節

奏
に
緩
急
の
あ
る
こ
と
.
貫
誼
『
新
書
』
輔
佐
篇
に
「
歩
騎
徐
疾
の
節
」
と
あ
る
o
 
O
星
腫
殊
建
　
「
星
纏
」
は
'
日
月
星
辰
の
運
行
のめ

軌
道
o
『
方
言
』
巻
l
二
に
「
日
運
を
纏
と
為
す
」
と
あ
り
へ
梁
・
武
帝
の
「
闇
閲
篇
」
に
「
長
旗
　
月
窟
を
掃
き
へ
鳳
連
　
星
度
を
醸

ぐ
る
」
(
『
楽
府
詩
集
』
巻
六
四
)
と
い
う
。
「
建
」
は
'
た
つ
、
定
め
る
の
意
。
○
球
鍾
　
楽
器
。
『
尚
書
』
益
稜
孔
安
国
伝
に
'
「
球
は
'

玉
啓
な
り
」
と
い
う
。
「
鍾
」
は
'
鐘
と
通
ず
o
 
O
舞
詠
　
舞
踊
と
歌
唱
。
『
文
選
』
巻
四
六
顔
延
之
「
三
月
三
日
曲
水
詩
序
」
に
「
鐘
石

畢
-
舞
詠
の
情
を
陳
ぬ
る
も
一
成
ら
ず
」
と
あ
る
。
○
楚
国
詞
人
　
屈
原
を
さ
す
。
○
御
蘭
芽
於
絶
代
　
「
蘭
芽
」
は
'
蘭
の
芳
香
の
意

で
'
『
文
選
』
巻
六
左
思
「
魂
都
斌
」
に
「
信
陵
の
名
へ
蘭
芽
の
若
し
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
'
屈
原
の
「
離
騒
」
な
ど
の
文
を
さ
す
。

九
条
本
の
傍
注
に
「
香
草
へ
以
て
文
章
に
響
ふ
る
な
り
」
と
い
う
。
「
絶
代
」
は
'
遠
-
か
け
離
れ
た
時
代
。
晋
・
郭
嘆
の
『
爾
雅
』
序

す

に
'
「
絶
代
の
離
詞
を
抱
ぶ
」
と
い
う
。
○
漠
朝
才
子
　
司
馬
相
如
'
揚
雄
な
ど
の
賦
家
を
い
う
。
○
綜
肇
幌
於
遥
年
　
「
馨
晩
」
は
'

大
帯
と
手
ぬ
ぐ
い
の
意
。
こ
こ
で
は
、
漠
代
の
賦
家
に
よ
る
言
葉
の
彫
疎
を
い
う
〇
九
条
本
の
傍
注
に
「
以
て
文
章
に
比
ふ
る
な
り
」
と

い
う
。
揚
雄
『
法
言
』
寡
見
薦
に
「
今
の
学
や
'
独
だ
之
が
華
藻
を
為
す
の
み
に
非
ら
ず
、
又
従
ひ
て
其
の
馨
幌
に
繍
す
」
と
あ
り
へ
李

軌
注
に
「
筆
は
'
大
帯
な
り
。
幌
は
、
凧
巾
な
り
」
と
い
う
。
○
虚
玄
流
正
始
之
音
　
貌
晋
の
際
へ
正
始
年
間
(
二
四
〇
-
二
四
八
)
を

中
心
に
'
何
畳
・
王
弼
な
ど
に
よ
っ
て
『
老
子
』
『
荘
子
』
『
易
経
』
に
基
づ
-
玄
学
清
談
が
流
行
し
た
こ
と
を
い
う
。
『
晋
書
』
王
術
伝

に
'
「
魂
の
正
始
中
へ
何
畳
・
王
弼
等
　
老
荘
を
祖
述
し
て
論
を
立
て
へ
以
為
へ
ら
-
天
地
万
物
は
皆
無
為
を
以
て
本
と
為
し
、
-
-
」

と
い
う
。
「
正
始
之
音
」
と
い
う
語
は
'
『
世
説
新
語
』
文
学
篇
・
賞
誉
篇
な
ど
に
見
え
る
。
○
気
質
馳
建
安
之
体
　
後
漠
末
の
建
安
年
間

(
1
九
六
-
二
l
九
)
へ
曹
操
父
子
や
王
条
な
ど
の
建
安
七
子
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
文
学
活
動
を
い
う
0
「
気
質
」
は
'
こ
こ
で
は
詩
文

の
個
性
へ
風
格
を
い
う
。
『
文
選
』
巻
五
〇
「
『
宋
書
』
謝
霊
運
伝
論
」
に
'
「
子
建
、
仲
宣
気
質
を
以
て
体
と
為
す
」
と
い
う
。
○
長
離

北
度
　
陸
機
が
呉
か
ら
北
上
し
て
洛
陽
に
入
っ
た
こ
と
を
い
う
。
「
長
離
」
は
'
霊
鳥
の
名
。
『
文
選
』
巻
二
四
播
岳
「
為
貫
護
作
贈
陸
機
」
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わ

た

　

　

か

け

　

　

　

　

　

こ

　

　

　

　

あ

あ

な

ん

ぢ

詩
に
「
腕
腕
た
る
長
離
'
江
を
凌
り
て
拘
る
o
長
離
は
云
れ
誰
ぞ
'
容
爾
陸
生
な
り
」
と
あ
り
'
李
善
注
に
「
漢
書
(
礼
楽
志
)
に
日
く
'

s
e
n

長
鷲
前
に
扱
き
へ
光
耀
明
ら
か
な
り
。
臣
境
目
く
'
長
離
'
霊
鳥
な
り
.
離
と
罵
古
宇
通
ず
」
と
い
う
0
司
馬
相
如
「
大
人
賦
」
に
も
「
長

離
を
前
に
し
て
高
皇
を
後
に
す
」
と
あ
る
。
○
騰
雅
詠
於
圭
陰
　
陸
枚
が
洛
陽
で
優
れ
た
詩
文
を
作
っ
た
こ
と
を
い
う
。
「
圭
陰
」
は
'

洛
陽
を
さ
す
。
古
代
へ
土
圭
(
日
影
を
測
る
道
具
)
　
で
地
の
中
心
を
漠
の
穎
川
郡
陽
城
県
(
河
南
省
登
封
県
)
と
し
(
『
周
礼
』
大
司
徒

鄭
司
農
注
)
へ
洛
陽
は
そ
の
西
に
あ
る
の
で
'
『
周
礼
』
大
司
徒
の
「
日
酉
則
景
朝
多
陰
」
と
合
わ
せ
て
、
洛
陽
を
「
圭
陰
」
と
し
た
。
他

に
用
例
が
見
え
ず
'
李
善
の
造
語
と
考
え
ら
れ
る
。
○
化
龍
東
駕
　
永
嘉
の
乱
で
晋
朝
の
人
々
が
江
東
に
逃
れ
た
こ
と
を
い
う
。
「
化
龍
」

は
'
晋
の
元
帝
司
馬
容
が
江
東
の
建
康
で
晋
王
朝
(
東
晋
)
を
再
興
し
た
こ
と
を
い
う
0
『
芸
文
類
果
』
巻
l
三
引
『
晋
陽
秋
』
に
「
太

安
中
へ
童
謡
に
日
工
　
五
馬
浮
か
び
て
江
を
渡
り
へ
一
馬
化
し
て
龍
と
為
る
と
。
永
嘉
の
大
乱
へ
王
室
清
覆
す
。
唯
だ
浪
珊
(
司
馬
容
)

・
西
陽
・
汝
南
・
南
頓
・
彰
城
の
五
王
の
み
済
る
を
獲
た
り
。
是
に
至
り
て
中
宗
(
元
帝
司
馬
容
の
廟
号
)
登
辞
す
」
(
『
晋
書
』
元
帝
紀

に
も
こ
の
童
謡
の
こ
と
を
記
す
)
。
○
煽
風
流
於
江
左
　
江
東
の
地
で
詩
歌
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
沈
約
の
「
『
朱
書
』
謝
霊
運
伝
論
」
に
「
晋

zx>

の
中
興
に
在
り
て
'
玄
風
独
旦
属
ん
に
」
と
い
い
へ
　
『
文
心
離
龍
』
明
詩
篇
に
「
江
左
の
篇
製
へ
玄
風
に
溺
れ
」
と
い
い
へ
老
荘
の
風
が

盛
ん
に
な
っ
た
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
の
評
価
を
下
し
て
い
る
が
'
こ
れ
は
東
晋
に
限
っ
て
の
批
評
で
あ
る
。
こ
こ
の
李
善
の
「
風
流
」
の
語

は
'
次
の
宋
代
ま
で
の
文
学
を
広
-
評
価
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
'
沈
約
の
「
『
宋
書
』
謝
霊
運
伝
論
」
に
「
周
室
既
に
衰
ふ
る
や
'

風
流
弥
い
よ
著
は
る
」
と
い
う
詩
歌
が
盛
ん
に
な
っ
た
意
と
と
る
。

第
二
段
は
'
主
と
し
て
沈
約
の
「
『
宋
書
』
謝
霊
運
伝
論
」
に
沿
い
な
が
ら
、
『
文
選
』
編
纂
ま
で
の
詩
文
の
変
遷
の
要
点
を
'
『
文
選
』

の
語
嚢
を
使
い
'
或
い
は
典
故
を
踏
ま
え
た
造
語
を
使
っ
て
述
べ
て
い
る
。

7
 
9
　
三
　
豪
速
有
梁
へ
宏
材
禰
助
。
昭
明
太
子
へ
業
贋
守
器
、
春
貞
間
藤
。
居
粛
成
而
講
垂
へ
開
博
望
以
招
賢
o
畢
中
葉
之
詞
林
へ
酌
前
修
之

E
　
　
筆
海
.
周
巡
鯨
嶋
、
晶
盈
尺
之
珍
。
楚
望
長
潤
、
捜
径
寸
之
賓
①
。
故
撰
斯
一
集
へ
名
目
文
選
。
後
進
英
宅
、
成
資
準
的
②
o
　
(
①
捜
'
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上
野
氏
蔵
妙
本
作
緩
。
慶
安
本
へ
　
全
唐
文
作
比
。
②
上
野
氏
蔵
抄
本
準
作
准
0
)

う

る

は

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ

た

宴
に
有
梁
に
逮
び
'
宏
材
弥
い
よ
勤
し
。
昭
明
太
子
へ
業
は
守
器
に
腐
り
へ
誉
は
問
寝
に
貞
な
る
に
あ
り
。
粛
成
に
居
て
芸
を
講
じ
へ

と

博
望
を
開
き
て
以
て
賢
を
招
く
。
中
葉
の
詞
林
に
畢
り
て
'
前
修
の
筆
海
に
酌
む
は
'
周
巡
の
鯨
嶋
に
'
盈
尺
の
珍
を
晶
さ
だ
め
L
t

楚
望
の
長
潤
に
'
径
寸
の
宝
を
捜
す
が
ご
と
し
。
故
に
斯
の
l
集
を
摸
し
'
名
づ
け
て
文
選
と
日
ふ
o
後
進
の
英
竃
へ
威
準
的
に
資
す
O

【
注
解
】
○
宏
材
弥
肋
　
才
気
溢
れ
る
詩
人
た
ち
が
多
く
出
現
し
た
こ
と
を
い
う
。
「
宏
材
」
は
'
大
い
な
る
才
能
。
『
文
選
』
巻
四
七
夏

ゆ
た

侯
湛
「
東
方
朔
画
賛
」
に
「
腔
か
な
る
智
　
宏
き
材
」
と
あ
る
。
「
助
」
は
'
う
る
わ
し
い
意
。
『
文
選
』
巻
二
六
播
岳
「
河
陽
県
作
」
詩

に
「
誰
か
謂
は
ん
邑
宰
は
軽
L
と
　
令
名
の
勧
し
か
ら
ざ
る
を
患
ふ
る
の
み
」
と
あ
り
へ
　
李
善
注
に
引
-
「
小
爾
雅
」
に
「
助
は
'
美
な

り
」
と
い
う
。
○
業
膚
守
器
　
昭
明
太
子
が
皇
太
子
の
地
位
に
い
た
こ
と
を
い
う
。
「
守
器
」
は
、
宗
廟
の
祭
器
を
守
る
意
で
'
皇
太
子

を
指
す
。
主
器
と
も
い
う
。
『
周
易
』
序
卦
伝
に
「
器
を
主
ど
る
者
は
'
長
子
に
若
-
は
莫
し
」
と
い
い
へ
　
『
南
斉
書
』
文
恵
太
子
伝
質
に

「
方
に
守
器
と
為
り
」
と
あ
る
。
○
誉
貞
問
寝
　
昭
明
太
子
が
天
子
で
あ
る
父
に
礼
節
を
尽
-
し
た
と
い
う
評
判
を
得
た
こ
と
。
「
問
寝
」

は
'
日
常
生
活
の
中
で
父
母
の
安
否
を
常
に
気
に
か
け
て
尋
ね
る
こ
と
で
'
『
礼
記
』
文
王
世
子
に
「
文
王
の
世
子
た
り
し
と
き
へ
　
王
季

に
朝
す
る
こ
と
日
に
三
た
び
へ
鶏
初
め
て
鳴
き
て
服
を
衣
へ
　
寝
門
の
外
に
至
り
、
内
里
の
御
者
に
問
ひ
て
日
-
'
『
今
日
の
安
否
は
何
如
』

と
。
内
翌
日
-
'
『
安
し
』
と
。
文
王
乃
ち
喜
ぶ
」
と
あ
る
の
に
基
づ
-
。
こ
れ
以
前
に
用
例
が
見
当
た
ら
ず
'
李
善
の
造
語
か
と
思
わ

れ
る
。
昭
明
太
子
の
仁
徳
に
つ
い
て
へ
　
『
梁
書
』
巻
八
昭
明
太
子
伝
に
は
「
太
子
性
仁
者
」
「
天
下
皆
仁
を
称
す
」
「
太
子
、
仁
徳
素
よ
り

著
は
る
れ
ば
、
亮
ず
る
に
及
び
へ
朝
野
憐
情
す
O
京
師
の
男
女
へ
官
門
に
奔
走
L
へ
号
泣
　
路
に
満
つ
〇
　
四
方
の
旗
庶
'
及
び
轟
徴
の
民

も
'
喪
を
聞
き
て
皆
働
笑
す
」
と
記
す
。
○
居
粛
成
而
講
芸
　
昭
明
太
子
が
学
問
に
勤
し
ん
だ
こ
と
を
い
う
。
「
粛
成
」
は
'
太
子
が
学

問
を
す
る
処
。
『
三
国
志
』
親
書
文
帝
紀
装
松
之
注
引
王
沈
『
親
書
』
に
「
帝
初
め
東
宮
に
在
り
。
-
-
諸
傍
を
粛
城
門
内
に
集
め
'
大

義
を
講
諭
し
へ
　
侃
侃
と
し
て
倦
む
こ
と
無
し
」
　
(
『
太
平
御
覧
』
巻
九
三
引
作
「
粛
成
」
)
　
と
あ
る
。
昭
明
太
子
の
「
同
泰
僧
正
講
詩
」
に

も
「
延
を
開
き
粛
成
を
慕
ふ
」
と
い
う
。
「
講
芸
」
　
は
'
も
と
六
芸
　
(
詩
・
書
・
礼
・
楽
・
易
・
春
秋
)
　
を
詩
論
す
る
意
へ
　
学
問
研
究
を
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行
う
こ
と
を
い
う
。
『
文
選
』
巻
一
班
固
「
西
都
賦
」
に
「
六
芸
を
講
諭
し
、
同
異
を
槽
へ
合
は
し
む
」
,
巻
四
六
顔
延
之
「
三
月
三
日
曲

水
詩
序
」
に
「
文
を
校
し
芸
を
講
ず
る
の
官
は
'
遠
を
内
に
采
る
」
と
あ
る
。
○
開
博
望
以
招
賢
　
昭
明
太
子
が
文
人
才
子
を
招
い
た
こ

と
を
い
う
。
「
博
望
」
は
'
漢
の
太
子
の
宮
苑
の
名
。
『
漢
書
』
巻
六
三
武
五
子
伝
に
「
戻
太
子
拠
,
元
狩
元
年
,
立
ち
て
皇
太
子
と
為
る
。

-
-
冠
し
て
宮
に
就
-
に
及
び
へ
上
為
に
博
望
苑
を
立
て
,
賓
客
を
通
じ
,
其
の
好
む
所
に
従
は
し
む
」
と
あ
る
。
謝
脱
の
「
宴
に
華
光

殿
の
曲
水
に
侍
り
勅
を
奉
じ
皇
太
子
の
為
に
作
る
詩
」
に
「
賢
を
博
望
に
登
し
,
賦
を
清
淳
に
献
ず
」
と
い
う
。
『
梁
書
』
本
伝
に
は
「
才

学
の
士
を
引
き
納
れ
へ
賞
愛
し
て
倦
む
こ
と
無
し
。
恒
に
自
ら
薦
籍
を
討
論
し
,
或
い
は
学
士
と
古
今
を
商
権
す
。
間
に
は
則
ち
継
ぐ
に

文
章
著
述
を
以
て
L
へ
率
ね
以
て
常
と
為
す
。
時
に
於
い
て
東
宮
に
書
幾
ど
三
万
巻
有
り
。
名
才
並
び
に
集
ま
る
。
文
学
の
盛
ん
な
る
こ

と
へ
晋
宋
以
来
、
未
だ
之
れ
有
ら
ざ
る
な
り
」
と
い
う
。
○
葦
中
葉
之
詞
林
　
「
畢
」
は
,
取
る
意
。
『
楚
辞
』
離
騒
「
朝
宰
枇
之
木
蘭

今
」
王
逸
注
に
「
寒
へ
取
也
」
と
い
う
。
「
中
葉
」
は
'
こ
こ
で
は
周
秦
以
来
を
指
し
,
上
古
に
対
し
て
い
う
。
『
毛
詩
』
商
頭
長
発
に
「
昔

中
葉
に
在
り
」
と
あ
り
へ
毛
伝
に
「
葉
は
世
な
り
」
と
い
う
0
『
文
選
』
巻
四
左
思
「
萄
都
賦
」
の
「
中
葉
に
当
た
り
て
名
を
旗
に
す
」
,

昭
明
太
子
「
文
選
序
」
の
「
炎
漠
の
中
葉
よ
り
」
と
い
う
の
は
,
い
ず
れ
も
漠
の
武
帝
の
頃
を
指
す
。
「
詞
林
」
は
,
集
め
ら
れ
た
多
く

あ

ま

ね

　

　

　

　

　

ひ

ろ

の
詩
文
を
い
う
。
昭
明
太
子
「
文
選
序
」
に
「
歴
-
文
園
を
観
,
芝
-
辞
林
を
覧
る
」
,
『
芸
文
類
衆
』
聖
二
引
陸
優
「
感
知
己
斌
」
に

「
学
は
書
府
を
窮
め
'
文
は
詞
林
を
究
む
」
へ
昭
明
太
子
「
答
晋
安
王
書
」
に
「
墳
史
を
殺
核
し
、
詞
林
を
漁
猟
す
」
と
あ
る
。
○
酌
前

修
之
筆
海
　
「
前
修
」
は
'
前
世
の
賢
人
。
『
楚
辞
』
離
騒
「
審
吾
夫
の
前
借
に
法
る
」
の
王
逸
注
に
「
前
借
」
を
「
前
世
の
遠
賢
」
と

解
し
て
い
る
。
「
筆
海
」
は
'
「
詞
林
」
と
同
意
。
林
に
対
し
て
海
に
た
と
え
る
。
『
論
衡
』
乱
龍
篇
に
「
劉
子
駿
は
漠
朝
の
智
嚢
,
筆
墨

の
淵
海
」
と
あ
る
。
『
唐
代
文
選
』
の
注
釈
は
'
『
文
心
離
龍
』
の
有
韻
を
「
文
」
,
無
韻
を
「
筆
」
と
い
う
の
を
引
き
,
「
筆
」
を
無
韻
の

散
文
の
意
と
す
る
が
'
こ
こ
で
は
「
詞
林
」
「
筆
海
」
と
も
に
有
韻
無
韻
の
区
別
な
-
詩
文
全
体
を
い
う
と
考
え
る
.
〇
周
巡
綜
嶋
　
「
周

巡
」
は
'
周
の
穆
王
の
巡
征
。
『
穆
天
子
伝
』
に
周
の
穆
王
の
各
地
へ
の
巡
征
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
巻
一
に
「
乃
ち
昆
余
の

丘
に
至
り
へ
以
て
春
山
の
環
を
観
る
」
と
あ
る
.
「
解
嶋
」
は
,
長
-
連
な
る
高
い
山
o
下
旬
の
「
楚
望
」
と
対
に
し
て
,
こ
こ
で
は
北
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方
の
山
岳
の
こ
と
を
い
う
。
〇
品
盈
尺
之
珍
　
「
晶
」
は
、
品
定
め
す
る
意
。
「
盈
尺
之
珍
」
は
'
直
径
一
尺
も
あ
る
宝
玉
。
『
ヂ
文
子
』

か
が
や

大
道
篇
上
に
「
魂
の
田
父
に
野
に
耕
す
老
有
り
。
宝
玉
の
径
尺
な
る
を
得
。
-
-
其
の
夜
　
玉
明
き
'
光
一
室
を
照
ら
す
」
と
あ
り
へ

『
文
選
』
巻
l
　
「
西
都
賦
」
李
善
注
に
「
夜
光
」
の
注
と
し
て
こ
れ
を
引
く
0
0
楚
望
長
潤
　
「
楚
望
」
は
'
楚
の
地
を
い
う
。
『
春
秋

左
氏
伝
』
哀
公
六
年
に
「
江
・
漠
・
唯
・
津
は
'
楚
の
望
な
り
」
と
あ
る
の
に
基
づ
-
。
『
文
選
』
巻
二
七
顔
延
之
「
始
安
郡
還
都
与
張

湘
州
登
巴
陵
城
楼
作
」
詩
に
'
「
江
漢
　
楚
望
を
分
か
つ
」
と
あ
り
へ
そ
の
李
善
注
に
も
『
左
氏
伝
』
の
こ
の
文
を
引
く
。
「
望
」
は
'
山

川
を
祭
る
意
。
「
長
潤
」
は
'
長
く
連
な
る
波
。
『
爾
雅
』
釈
水
に
「
大
波
を
潤
と
為
す
」
と
い
う
。
こ
こ
で
は
'
『
左
氏
伝
』
に
あ
る
長

江
・
漠
水
な
ど
を
指
す
。
上
旬
の
「
周
巡
」
と
対
に
し
て
'
こ
こ
で
は
南
方
の
川
の
こ
と
を
い
う
。
○
捜
径
寸
之
宝
　
「
径
寸
之
宝
」
は
、

直
径
一
寸
の
宝
珠
。
惰
侯
の
珠
に
つ
い
て
記
し
た
『
捜
神
記
』
巻
二
〇
に
「
珠
　
径
寸
に
盈
つ
」
と
あ
る
。
障
侯
の
珠
に
つ
い
て
は
へ
『
文

選
』
巻
l
　
「
西
都
賦
」
の
「
晴
侯
明
月
」
李
善
注
に
詳
考
が
あ
る
.
以
上
四
句
は
'
珠
玉
を
品
定
め
す
る
こ
と
を
使
っ
て
'
詩
文
を
選
択

す
る
こ
と
に
た
と
え
る
。
○
後
進
英
竃
　
後
の
俊
英
た
ち
。
『
文
選
』
巻
五
四
劉
峡
「
弁
命
論
」
に
「
英
宅
秀
達
」
と
あ
り
へ
李
善
注
は

『
毛
詩
』
小
雅
甫
田
「
系
我
壁
土
」
毛
伝
の
「
竃
は
'
俊
な
り
」
を
引
-
o
 
O
威
資
準
的
　
「
資
準
的
」
は
'
手
本
と
す
る
意
。
『
文
心

離
龍
』
定
勢
篇
に
「
章
・
表
・
奏
・
議
は
'
則
ち
典
雅
を
準
的
と
す
」
と
あ
る
。

第
三
段
は
'
昭
明
太
子
の
伝
を
踏
ま
え
へ
経
書
か
ら
小
説
ま
で
幅
広
-
典
故
を
使
っ
て
'
『
文
選
』
編
纂
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

四
　
伏
惟
陛
下
へ
経
緯
成
徳
へ
文
思
垂
風
。
則
大
居
尊
へ
耀
三
辰
之
珠
壁
①
O
希
聾
庶
物
、
宣
六
代
之
雲
英
.
執
可
撮
壌
崇
山
、
導
洞
宗

海
②
.
(
①
上
野
氏
蔵
鈴
木
耀
作
躍
。
②
上
野
氏
蔵
抄
本
導
作
造
o
)

お
も

伏
し
て
惟
ん
み
る
に
陛
下
は
'
経
緯
　
徳
を
成
し
'
文
思
　
風
を
垂
る
。
大
に
則
り
尊
に
居
り
'
三
辰
の
珠
壁
を
耀
か
す
。
希
声

つ

ま

　

　

　

　

た

か

物
に
応
じ
て
'
六
代
の
雲
英
を
宣
ぶ
。
敦
か
壌
を
撮
み
て
山
を
崇
く
L
へ
　
滑
を
導
き
海
に
宗
せ
し
む
ぺ
け
ん
や
。

【
注
解
】
○
陛
下
　
唐
の
第
三
代
の
天
子
高
宗
。
在
位
六
四
九
-
六
八
三
。
`
〇
経
緯
成
徳
　
「
経
緯
」
は
'
天
下
を
治
め
る
'
治
世
の
意
。
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『
春
秋
左
氏
伝
』
昭
公
二
九
年
に
「
夫
れ
晋
国
は
将
に
唐
叔
の
受
-
る
所
の
法
度
を
守
り
へ
以
て
其
の
民
を
経
緯
せ
ん
と
す
」
へ
『
史
記
』

秦
始
皇
本
紀
に
「
普
-
明
法
を
施
し
へ
天
下
を
経
緯
L
へ
永
-
儀
別
と
為
る
」
と
あ
る
。
「
成
徳
」
は
'
完
成
さ
れ
た
徳
。
『
周
易
』
乾
卦

に
「
君
子
は
成
徳
を
以
て
行
い
を
為
す
」
(
「
君
子
は
徳
を
成
す
を
以
て
行
い
と
為
す
」
と
も
読
む
)
と
あ
る
。
○
文
思
垂
風
　
「
文
思
」

は
'
『
尚
書
』
尭
典
序
に
「
昔
在
　
帝
秦
へ
聡
明
文
思
に
し
て
'
天
下
に
光
宅
す
」
へ
尭
典
に
「
勲
に
放
ひ
て
'
欽
明
文
思
'
安
ん
ず
べ
き

を
安
ん
ず
」
と
あ
り
へ
天
子
を
称
賛
す
る
の
に
使
わ
れ
る
こ
と
ば
。
鄭
玄
注
に
「
天
地
を
経
緯
す
'
之
を
文
と
謂
ひ
'
慮
深
く
通
敏
な
る
へ

之
を
恩
と
謂
ふ
」
と
い
い
へ
孔
穎
達
疏
に
「
聡
明
の
神
智
は
、
以
て
天
地
を
経
緯
す
べ
L
へ
即
ち
文
な
り
。
又
神
智
の
運
は
、
深
く
幾
謀

に
敏
な
り
、
即
ち
思
な
り
」
と
い
う
。
今
こ
の
注
に
従
い
'
「
文
思
」
を
神
智
と
深
謀
の
意
と
す
る
。
「
垂
風
」
は
'
教
え
を
垂
れ
へ
教
化

す
る
こ
と
。
『
尚
書
』
説
命
中
「
威
　
朕
の
徳
を
仰
ぐ
は
'
時
れ
乃
の
風
な
り
」
の
孔
安
国
伝
に
「
風
は
'
教
な
り
」
と
い
う
。
た
だ
「
垂

風
」
の
語
は
用
例
が
見
当
た
ら
な
い
。
○
則
大
居
尊
　
「
則
大
」
は
'
偉
大
な
る
天
を
手
本
と
す
る
こ
と
。
『
論
語
』
春
伯
篇
に
「
大
な

る
か
な
へ
嚢
の
君
た
る
や
O
魂
薮
乎
と
し
て
唯
だ
天
を
大
な
り
と
為
す
。
唯
だ
尭
之
に
則
る
」
と
あ
る
の
に
基
づ
く
こ
と
ば
で
あ
る
が
'

用
例
を
見
な
い
。
「
居
尊
」
は
'
尊
位
に
居
る
こ
と
。
『
儀
礼
』
喪
服
伝
に
「
君
は
'
至
尊
な
り
」
と
い
う
。
○
耀
三
辰
之
珠
壁
　
日
月
星

辰
の
光
を
輝
か
す
。
高
宗
の
恩
徳
を
日
月
星
辰
の
光
に
た
と
え
て
い
る
。
『
周
易
』
乾
卦
に
「
夫
れ
大
人
は
'
天
地
と
其
の
徳
を
合
し
'

日
月
と
其
の
明
を
合
す
」
と
あ
る
。
「
三
辰
」
は
'
日
・
月
・
星
を
い
う
。
『
春
秋
左
氏
伝
』
桓
公
二
年
「
三
辰
族
旗
」
杜
預
注
に
「
三
辰

は
'
日
月
星
な
り
」
と
い
う
。
「
珠
壁
」
は
宝
玉
で
あ
る
が
'
こ
こ
で
は
、
光
の
意
。
『
漢
語
大
詞
典
』
巻
四
は
、
李
善
の
こ
の
文
を
引
き
'

「
珠
壁
」
を
蛤
潔
な
光
輝
の
意
に
解
す
る
。
高
氏
以
下
の
注
釈
は
'
『
漢
書
』
律
歴
志
上
の
「
日
月
　
合
壁
の
如
く
へ
五
星
　
連
珠
の
如

し
」
を
引
い
て
い
る
の
で
へ
　
こ
の
句
を
全
て
の
光
が
集
ま
っ
た
よ
う
な
輝
き
を
放
つ
と
い
う
意
に
解
す
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
今
は
取
ら
な

い
。
○
希
声
応
物
　
聞
こ
え
る
こ
と
の
な
か
っ
た
こ
の
上
な
-
偉
大
な
る
音
楽
が
世
の
変
化
に
応
じ
て
現
れ
た
こ
と
。
「
希
声
」
は
'
聴

い
て
も
聞
こ
え
な
い
音
。
『
老
子
』
四
二
早
に
「
大
器
は
晩
成
す
.
大
音
は
希
声
な
り
」
と
い
う
。
『
文
選
』
巻
二
六
顔
延
之
「
贈
王
太
常
」

詩
に
「
宝
を
蓄
ふ
れ
ば
毎
に
声
を
希
に
す
'
秘
す
と
錐
も
猶
ほ
彰
は
れ
徹
る
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
'
下
旬
か
ら
考
え
て
『
老
子
』
の
「
大
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音
」
か
ら
敷
術
し
て
「
こ
の
上
な
-
偉
大
な
る
音
楽
」
の
意
と
す
る
。
○
宣
六
代
之
雲
英
　
聖
天
子
で
あ
る
黄
帝
・
尭
・
舜
・
爵
・
周
武

王
の
六
代
の
音
楽
が
'
広
ま
っ
た
と
い
い
へ
高
宗
の
御
代
が
聖
天
子
の
世
と
同
様
で
あ
る
と
称
賛
し
て
い
る
。
六
代
の
楽
は
、
『
周
礼
』

春
官
大
司
楽
に
見
え
る
。
た
だ
へ
「
雲
英
」
を
古
楽
の
意
と
す
る
用
例
は
見
当
た
ら
な
い
。
或
い
は
へ
『
周
礼
』
の
貫
公
彦
疏
に
引
く
『
楽

緯
』
の
「
帝
馨
の
楽
を
六
英
と
日
ふ
」
と
黄
帝
の
楽
「
雲
門
」
と
絡
め
た
こ
と
ば
で
あ
ろ
う
か
。
○
摸
壌
崇
山
　
土
を
つ
ま
ん
で
き
て
'

山
を
高
-
す
る
意
。
「
撮
」
は
'
ひ
と
つ
ま
み
。
『
説
文
解
字
』
に
「
二
指
も
て
撮
む
な
り
」
へ
『
漢
書
』
律
歴
志
上
「
不
失
圭
撮
」
応
助
注

に
「
擬
は
'
三
指
も
て
之
を
撮
む
な
り
」
と
い
う
.
「
事
」
は
'
土
。
『
礼
記
』
中
庸
に
「
今
夫
れ
地
は
'
1
撮
土
の
多
き
な
り
」
へ
　
『
抱
朴

た

子
』
外
薦
名
実
篇
に
「
撮
壌
　
決
河
を
墳
む
る
能
は
ず
'
升
水
　
原
火
を
参
つ
能
は
ず
」
と
あ
る
.
「
崇
山
」
は
'
山
を
高
-
す
る
意
。
『
文

選
』
巻
四
七
陸
機
「
漢
高
祖
功
臣
頭
」
に
「
海
を
弘
-
す
る
者
は
川
、
山
を
崇
-
す
る
は
惟
れ
壌
」
と
あ
る
。
○
導
消
宗
海
　
小
川
を
海

に
向
か
っ
て
流
し
込
む
。
「
渦
」
は
'
小
さ
な
流
れ
。
『
説
文
解
字
』
に
「
洞
は
'
中
流
な
り
」
と
い
う
。
「
宗
海
」
は
'
川
が
海
に
向
か

っ
て
流
れ
込
む
意
。
『
尚
書
』
爵
貢
に
「
江
漢
　
海
に
朝
宗
す
」
と
あ
り
、
孔
安
国
伝
に
「
二
水
　
此
の
州
を
経
て
海
に
入
る
。
朝
す
る

に
似
た
る
有
り
。
古
川
　
海
を
以
て
宗
と
為
す
。
宗
は
尊
な
り
」
と
い
う
。
正
義
に
も
、
小
さ
な
川
が
大
き
な
海
に
注
ぐ
の
が
'
諸
侯
が

天
子
に
帰
す
る
の
に
似
て
い
る
の
で
'
人
事
に
仮
託
し
て
「
朝
宗
」
と
い
っ
た
と
す
る
。
こ
の
二
句
は
'
『
管
子
』
形
勢
解
の
「
海
は
水

を
辞
せ
ず
'
故
に
能
-
其
の
大
を
成
す
。
山
は
土
石
を
辞
せ
ず
'
故
に
能
-
其
の
高
き
を
成
す
」
を
典
拠
と
し
'
『
文
選
』
に
も
'
先
に

挙
げ
た
巻
四
七
陛
磯
「
漠
高
祖
功
臣
頭
」
　
の
他
に
へ
巻
三
九
李
斯
「
上
書
秦
姶
皇
」
の
「
太
山
　
土
壌
を
譲
ら
ず
'
故
に
能
く
其
の
大
を

成
す
o
河
海
　
細
流
を
択
ば
ず
'
故
に
能
-
其
の
深
き
を
就
す
」
へ
巻
二
七
貌
武
帝
「
短
歌
行
」
の
「
山
は
高
き
を
厭
は
ず
、
海
は
探
き

を
厭
は
ず
」
へ
巻
三
七
曹
植
「
求
通
親
親
表
」
の
「
江
海
其
の
大
を
称
す
る
は
'
容
れ
ざ
る
無
き
を
以
て
な
り
」
へ
巻
一
九
張
華
「
励
志
詩
」

の
「
山
は
塵
を
譲
ら
ず
'
川
は
盈
を
辞
せ
ず
」
な
ど
の
表
現
が
見
ら
れ
る
。
李
善
は
'
こ
れ
ら
従
来
の
何
で
も
受
け
入
れ
る
山
や
海
の
偉

大
さ
を
称
え
る
表
現
に
'
「
執
可
」
を
付
し
て
変
化
を
付
け
へ
　
最
早
何
も
加
え
る
も
の
が
な
い
高
宗
の
偉
大
さ
を
絶
賛
し
て
い
る
。

第
四
段
は
'
第
l
段
同
様
に
経
書
な
ど
を
典
拠
と
し
へ
或
い
は
、
従
来
の
表
現
に
一
ひ
ね
り
を
加
え
て
、
高
宗
の
徳
を
称
賛
し
て
い
る
o
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五
　
臣
蓬
衡
菅
関
へ
樗
散
胆
姿
。
粉
河
委
策
①
、
夙
非
成
諭
.
崇
山
墜
簡
②
'
未
議
澄
心
.
握
玩
斯
文
へ
載
移
涼
煉
。
有
欣
永
日
,
寮
昧

通
津
。
故
勉
十
舎
之
努
へ
寄
三
飴
之
暇
③
0
4
'
釣
書
部
へ
願
言
注
緯
④
'
合
成
六
十
巻
.
(
①
策
へ
九
候
本
作
函
,
上
野
氏
蔵
妙
本
作

薗
o
②
九
候
本
へ
上
野
氏
蔵
紗
本
崇
作
嵩
。
③
上
野
氏
蔵
妙
本
暇
作
候
。
④
九
傑
本
へ
上
野
氏
蔵
妙
本
へ
慶
安
本
へ
全
唐
文
注
作
註
。
)

い

や

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

お

臣
は
蓬
衝
の
叢
し
き
晶
に
し
て
'
樗
散
の
胆
し
き
姿
な
り
.
粉
河
に
委
ち
し
策
は
'
夙
に
議
を
成
す
に
非
ら
ず
.
崇
山
に
墜
ち
し

蝣

・

*

>

簡
に
も
'
未
だ
心
を
澄
ま
し
む
る
を
議
ら
ず
。
斯
の
文
を
握
り
玩
ん
で
'
載
ち
涼
燦
を
移
す
。
日
を
永
く
す
る
に
欣
有
る
も
,
実
に
津

ね
が

を
通
づ
る
に
昧
し
。
故
に
十
舎
の
労
に
勉
め
へ
三
余
の
暇
に
寄
せ
へ
書
部
に
r
釣
L
t
注
緯
せ
ん
と
願
言
ひ
'
合
せ
て
六
十
巻
と
成
す
.

【
注
解
】
○
蓬
衡
菅
m
　
寒
門
の
出
身
で
あ
る
こ
と
を
い
う
O
「
蓬
」
は
'
『
礼
記
』
儒
行
篇
に
「
蓬
戸
整
備
」
と
あ
り
,
蓬
で
編
ん
だ
粗

末
な
門
戸
を
い
う
。
「
衡
」
は
'
粗
末
な
家
。
『
毛
詩
』
陣
風
衡
門
「
衡
門
の
下
へ
以
て
棲
遅
す
べ
し
」
の
毛
伝
に
「
衡
門
は
,
木
を
横
た

へ
て
門
と
為
す
。
浅
随
を
言
ふ
な
り
」
と
い
う
0
「
蓬
衡
」
の
用
例
は
見
当
た
ら
な
い
。
「
菅
巴
は
'
家
柄
の
低
い
こ
と
0
「
叢
」
は
,

微
小
の
意
。
『
春
秋
左
氏
伝
』
昭
公
七
年
「
叢
爾
国
」
杜
預
注
に
「
叢
は
'
小
貌
な
り
」
と
い
う
。
「
晶
」
は
'
等
級
・
晶
殊
を
い
う
。
「
薫

晶
」
も
用
例
が
見
当
た
ら
な
い
。
○
樗
散
胆
姿
　
「
樗
散
」
は
'
役
に
立
た
な
い
こ
と
。
『
荘
子
』
造
遥
遊
蔦
に
「
吾
に
大
樹
有
り
,
人

之
を
樗
と
謂
ふ
。
其
の
大
本
は
擁
瞳
に
し
て
縄
墨
に
中
ら
ず
。
其
の
小
枝
は
巻
曲
に
し
て
規
矩
に
中
ら
ず
。
塗
に
立
つ
も
,
匠
老
顧
み
ず
」

と
あ
り
へ
人
間
世
嘉
に
'
匠
石
が
大
木
を
顧
み
な
か
っ
た
の
で
弟
子
が
尋
ね
た
と
こ
ろ
へ
「
散
木
な
り
。
以
て
舟
を
為
く
れ
ば
則
ち
沈
み
,

以
て
棺
廓
を
為
れ
ば
則
ち
速
や
か
に
腐
り
へ
以
て
器
を
為
-
れ
ば
則
ち
速
や
か
に
穀
た
れ
へ
・
・
・
-
走
れ
不
材
の
木
な
り
。
用
ふ
べ
き
所
無

し
」
と
答
え
た
と
あ
る
。
李
善
は
'
こ
の
二
話
の
「
樗
」
と
「
散
」
を
合
わ
せ
て
、
世
の
役
に
立
た
な
い
意
を
表
現
し
て
い
る
。
杜
甫
も

「
鄭
十
八
度
の
台
州
司
戸
に
臣
せ
ら
る
る
を
送
る
」
詩
に
「
鄭
公
樗
散
に
し
て
賛
緑
と
成
り
へ
酒
後
常
に
老
画
師
と
称
す
」
と
い
う
.
「
陣

姿
」
は
'
つ
ま
ら
な
い
資
質
。
曹
椿
の
「
出
婦
賦
」
に
「
才
薄
き
の
随
質
を
以
て
'
君
子
の
清
塵
を
奉
ず
」
と
あ
る
「
胆
質
」
と
同
意
。

「
胆
姿
」
の
用
例
は
見
当
た
ら
な
い
。
○
粉
河
委
策
へ
夙
非
成
甫
　
漠
の
張
安
世
の
よ
う
に
多
く
の
書
籍
を
早
く
か
ら
暗
唱
は
し
て
い
な

5
&
r
c

か
っ
た
と
い
う
意
。
『
漢
書
』
巻
五
九
張
安
世
伝
に
「
上
　
河
東
に
行
幸
L
へ
嘗
て
書
三
慶
を
亡
ふ
.
詔
し
て
問
ふ
も
能
く
知
る
も
の
莫
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-
'
唯
だ
安
世
の
み
之
を
識
り
'
具
に
其
の
事
を
作
す
。
後
へ
購
求
し
て
書
を
得
て
以
て
相
校
す
る
に
'
遺
失
す
る
所
無
し
」
と
あ
る
の

を
典
拠
と
す
る
。
漠
の
武
帝
が
'
元
鼎
四
年
(
前
二
三
)
に
河
東
に
行
幸
し
た
時
に
作
っ
た
「
秋
風
辞
」
(
『
文
選
』
巻
四
五
)
に
'
「
楼

虹
を
芝
べ
て
粉
河
を
済
り
」
と
あ
る
の
で
'
行
幸
の
途
中
、
事
故
が
あ
っ
て
書
籍
を
入
れ
た
箱
三
つ
を
扮
水
に
流
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
そ
の
時
へ
張
安
世
が
そ
の
書
物
の
内
容
を
全
部
記
憶
し
て
い
て
'
復
元
で
き
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
「
策
」
は
'
衣
服
や
書
籍
を

い
れ
る
長
方
形
の
は
こ
O
「
佐
」
と
同
意
。
「
成
諦
」
は
'
暗
唱
す
る
こ
-
と
。
『
文
選
』
巻
四
〇
楊
傭
「
答
臨
滝
侯
儀
」
に
「
諭
を
成
し
て

心
に
在
り
'
書
を
手
に
借
る
が
若
し
」
と
あ
る
。
○
崇
山
墜
簡
'
未
議
澄
心
　
常
山
の
下
の
竹
簡
に
対
し
て
心
を
尽
く
し
て
考
え
た
こ
と

が
な
い
と
い
う
意
で
'
自
分
に
は
そ
の
竹
簡
を
も
読
解
し
た
晋
の
束
哲
の
よ
う
な
博
識
は
な
い
こ
と
を
い
う
。
『
文
選
』
巻
三
八
任
坊
「
為

斎
揚
州
薦
士
衰
」
の
「
豊
直
に
抱
鼠
に
必
ず
対
す
る
の
弁
有
り
'
竹
書
に
落
簡
の
謬
り
無
き
の
み
な
ら
ん
や
」
の
李
善
注
に
引
く
『
文
士

伝
』
に
「
人
に
嵩
山
の
下
に
て
竹
簡
1
枚
を
得
し
も
の
有
り
'
両
行
の
科
斗
の
書
な
り
。
人
能
-
識
る
も
の
美
し
。
張
華
以
て
束
哲
に
問

ふ
。
瞥
日
工
此
れ
明
帝
の
顕
節
陵
の
策
文
な
り
と
。
験
校
す
る
に
果
た
し
て
然
り
。
朝
廷
の
士
庶
皆
其
の
博
識
に
服
す
」
と
あ
る
の
を

典
拠
と
す
る
。
な
お
へ
こ
の
話
は
'
『
晋
書
』
束
瞥
伝
に
も
見
え
へ
『
蒙
求
』
に
も
「
束
暫
竹
筒
」
と
し
て
取
ら
れ
て
い
る
。
「
崇
」
は
'
「
嵩
」つ

ノ
ヽ

と
同
じ
で
'
「
嵩
山
」
は
'
河
南
省
登
封
県
に
あ
る
山
で
五
岳
の
一
つ
。
「
燈
心
」
は
'
『
文
選
』
巻
一
七
陸
機
「
文
賦
」
に
「
澄
心
を
奪

ifJS.

し
て
以
て
思
ひ
を
凝
ら
し
'
衆
慮
を
抄
か
に
し
て
言
を
為
す
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
'
心
を
澄
ま
し
て
考
え
を
尽
く
す
と
い
う
意
と
し
た
。

○
握
玩
斯
文
　
『
文
選
』
を
手
に
と
っ
て
読
む
こ
と
。
「
握
玩
」
は
'
『
文
選
』
巻
四
1
陳
琳
「
為
曹
洪
与
貌
文
帝
書
」
に
「
之
を
読
ん
で

i
t

喜
び
笑
ひ
'
把
り
玩
し
み
て
献
く
こ
と
無
し
」
と
あ
る
「
把
玩
」
と
同
じ
。
「
斯
文
」
は
'
『
論
語
』
子
竿
蔦
の
「
天
の
将
に
薪
の
文
を
喪

ぼ
さ
ん
と
す
る
や
'
後
死
の
者
へ
斯
の
文
に
与
か
る
こ
と
を
得
ざ
る
な
り
」
に
見
え
る
こ
と
ば
で
あ
る
が
'
こ
こ
で
は
、
『
文
選
』
を
指

し
て
い
る
o
 
O
載
移
涼
嬢
　
年
月
が
経
過
し
た
こ
と
を
い
う
0
「
涼
燥
」
は
、
寒
暑
の
意
。
『
南
斉
書
』
巻
1
　
1
楽
志
の
謝
跳
「
雪
祭
歌
辞
」

の
「
歌
黄
帝
」
に
「
涼
焼
　
成
化
を
資
け
'
群
方
　
厚
徳
を
載
す
」
と
あ
る
。
○
有
欣
永
日
　
『
文
選
』
を
読
ん
で
い
る
と
一
日
を
長
く

過
ご
せ
る
喜
び
が
あ
る
。
「
永
日
」
は
、
楽
し
ん
で
一
日
を
長
-
過
ご
す
こ
と
を
い
う
.
『
毛
詩
』
唐
風
山
有
椙
に
「
子
に
酒
食
あ
り
へ
何
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ぞ
日
び
に
宏
を
鼓
せ
ざ
る
.
且
つ
は
以
て
喜
楽
し
へ
且
つ
は
以
て
日
を
永
-
せ
ん
」
と
あ
り
'
毛
伝
に
「
永
は
,
引
な
り
」
と
い
う
.
〇

実
昧
通
津
　
『
文
選
』
を
縦
横
に
読
解
す
る
に
至
っ
て
い
な
い
と
い
う
意
。
「
通
津
」
は
'
四
方
八
方
に
通
じ
る
渡
し
場
の
意
で
,
陶
淵

明
「
詠
三
良
」
詩
に
「
冠
を
弾
き
て
通
津
に
乗
り
へ
但
だ
催
る
時
の
我
を
遣
さ
ん
こ
と
を
」
と
あ
り
へ
官
途
の
要
路
に
た
と
え
て
い
る
が
,

こ
こ
で
は
'
『
文
選
』
を
読
解
す
る
方
法
に
た
と
え
る
。
○
勉
十
舎
之
労
　
非
才
の
も
の
が
こ
つ
こ
つ
と
努
力
す
る
こ
と
。
「
十
舎
」
は
,

三
十
里
。
「
十
舎
の
労
」
は
'
『
准
南
子
』
斉
俗
訓
の
「
夫
れ
麟
駿
は
千
里
二
日
に
し
て
通
じ
へ
鷲
馬
は
十
舎
,
旬
に
し
て
亦
之
に
至
る
」

を
典
拠
と
す
る
こ
と
ば
。
用
例
を
見
な
い
の
で
'
李
善
の
造
語
で
あ
ろ
う
。
○
寄
三
余
之
暇
　
寸
暇
を
惜
し
ん
で
努
力
を
重
ね
る
こ
と
。

「
三
余
の
暇
」
は
'
『
三
国
志
』
魂
志
巻
一
三
王
粛
伝
装
松
之
注
引
『
魂
略
』
に
あ
る
へ
「
董
過
言
ふ
う
読
書
百
遍
に
し
て
,
義
自
づ
か
ら

*

.

.

-

'

蝣見
は
る
と
。
従
ひ
学
ぶ
老
云
ふ
'
渇
し
て
日
無
き
に
苦
し
む
と
。
過
言
ふ
'
当
に
三
余
を
以
て
す
べ
L
と
。
或
ひ
と
三
余
の
意
を
問
ふ
。

過
言
ふ
、
冬
は
歳
の
余
。
夜
は
日
の
余
。
陰
雨
は
時
の
余
な
り
と
。
」
と
い
う
話
を
典
拠
と
す
る
こ
と
ば
。
『
文
選
』
巻
三
六
佳
境
「
天
監

K

三
年
策
秀
才
文
」
に
「
聴
覚
の
暇
に
は
'
三
余
失
ふ
摩
し
」
と
あ
り
へ
そ
の
李
善
注
に
も
『
魂
略
』
を
引
く
0
0
4
J
釣
書
部
　
各
種
の
多

く
の
書
籍
を
取
り
上
げ
る
こ
と
0
「
r
釣
」
は
'
鳥
を
捕
っ
た
り
'
魚
を
釣
っ
た
り
す
る
こ
と
。
『
文
選
』
巻
四
三
暫
康
T
与
山
巨
源
絶
交

書
」
に
「
草
野
に
r
釣
す
」
と
あ
る
o
「
書
部
」
は
'
書
籍
の
部
類
を
い
う
0
『
隔
書
』
経
籍
志
総
序
に
「
又
東
観
及
び
仁
寿
関
に
於
い
て

新
書
を
集
め
'
校
書
郎
班
園
へ
樽
毅
等
　
典
掌
す
.
並
び
に
七
時
に
依
り
て
'
書
部
を
為
す
」
と
あ
る
。
○
願
言
注
緯
　
「
g
l
l
l
l
R
」
は
,

ね
が
う
意
。
「
言
」
は
'
意
味
の
無
い
助
辞
。
『
毛
詩
』
衛
風
伯
今
の
「
顧
言
思
伯
」
な
ど
『
毛
詩
』
に
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
ば
。
「
注
締
」

は
'
用
例
を
見
な
い
こ
と
ば
で
あ
る
が
'
注
を
付
け
て
そ
れ
を
集
め
て
ま
と
め
る
意
で
あ
ろ
う
。
○
合
成
六
十
巻
　
『
文
選
』
は
,
も
と

三
十
巻
で
あ
っ
た
が
'
李
善
が
注
を
付
け
て
六
十
巻
と
し
た
。

第
五
段
は
'
李
善
が
非
才
な
が
ら
努
力
を
重
ね
て
『
文
選
』
の
注
釈
を
作
成
し
た
こ
と
を
謙
辞
を
も
っ
て
述
べ
る
。
こ
の
段
の
『
荘
子
』

『
漢
書
』
『
准
南
子
』
な
ど
の
典
故
を
踏
ま
え
た
李
善
の
造
語
と
思
わ
れ
る
こ
と
ば
は
'
彼
の
文
才
を
十
分
に
示
し
て
い
る
。
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六
　
殺
青
甫
就
'
軽
用
上
聞
。
享
有
自
珍
へ
賊
石
知
謬
。
敢
有
塵
於
虞
内
へ
庶
無
造
於
小
詮
。
謹
詣
関
奉
進
へ
伏
願
鴻
慈
、
曲
垂
照
覧
o

謹
言
。
(
上
野
氏
蔵
妙
本
帝
作
等
。
)

は

じ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

つ

つ

殺
青
　
甫
め
て
就
り
て
'
軽
が
る
し
-
用
て
上
聞
す
。
青
を
享
り
て
自
ら
珍
と
し
'
石
を
繍
む
は
謬
ち
な
る
を
知
る
。
敢
へ
て
広
内

蝣

i

v

"

.

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

r

こ

を
塵
す
有
り
'
庶
は
-
は
小
説
を
遺
す
無
か
ら
ん
こ
と
を
.
謹
ん
で
関
に
詰
り
奉
進
L
t
　
伏
し
て
願
は
く
は
鴻
慈
の
'
曲
げ
て
照
覧
を

*

*

蝣

'

垂
れ
ん
こ
と
を
。
謹
し
み
言
す
。

【
注
解
】
○
殺
青
甫
就
　
『
文
選
』
の
注
釈
が
完
成
し
た
ば
か
り
で
あ
る
こ
と
0
「
殺
青
」
は
'
も
と
も
と
竹
簡
を
つ
く
る
の
に
'
竹
を

火
で
焚
り
青
汁
を
取
っ
て
書
き
や
す
-
し
、
虫
に
も
食
わ
れ
難
-
す
る
こ
と
。
『
後
漢
書
』
巻
六
四
呉
祐
伝
「
父
恢
'
簡
を
殺
青
し
て
以

む
し
ば

て
経
書
を
写
さ
ん
と
欲
す
」
　
の
季
賢
注
に
'
「
殺
青
は
'
火
を
以
て
簡
を
衆
り
汗
せ
し
め
へ
、
其
の
青
を
取
り
て
書
き
易
く
す
。
復
た
薗
ま

れ
ず
。
之
を
殺
青
と
謂
ふ
。
亦
汗
簡
と
謂
ふ
。
義
は
劉
向
『
別
録
』
に
見
ゆ
」
と
あ
り
へ
　
『
太
平
御
覧
』
巻
六
〇
六
引
劉
向
『
別
録
』
に

同
様
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
後
に
転
じ
て
、
書
物
を
書
き
終
え
る
意
に
使
わ
れ
る
。
『
芸
文
頬
果
』
巻
五
五
引
梁
武
帝
「
撰
『
孔
子

正
吉
』
寛
述
懐
」
詩
に
「
刑
次
は
実
沈
に
起
こ
し
'
殺
青
は
建
酉
に
在
り
」
と
い
ラ
.
〇
享
帯
自
珍
、
減
石
知
謬
　
価
値
の
無
い
つ
ま
ら

な
い
物
を
私
蔵
し
て
宝
物
だ
と
思
う
の
は
間
違
い
だ
と
知
る
と
い
う
意
。
完
成
し
た
『
文
選
』
注
を
自
分
だ
け
の
宝
物
と
し
て
私
蔵
せ
ず

に
上
呈
す
る
こ
と
を
謙
遜
し
て
言
う
。
「
享
帯
自
珍
」
は
'
価
値
の
無
い
ぼ
ろ
帝
を
自
分
で
は
宝
物
の
よ
う
に
す
る
こ
と
。
『
文
選
』
巻
五

,
X
'
.
蝣
も

二
貌
文
帝
「
典
論
論
文
」
に
「
里
語
に
日
工
　
家
に
弊
帯
有
り
'
之
を
千
金
に
享
る
と
。
此
れ
自
ら
見
ざ
る
の
患
ひ
な
り
」
と
あ
る
。
こ

の
里
語
は
'
李
善
注
に
引
-
『
東
観
漠
記
』
光
武
帝
紀
に
見
え
る
.
「
減
石
」
は
'
価
値
の
無
い
石
を
宝
物
と
し
て
大
切
に
保
管
す
る
こ

と
.
『
文
選
』
巻
二
1
応
壕
「
百
1
詩
」
の
「
宋
大
過
周
客
」
李
善
注
引
『
閲
子
』
に
あ
る
へ
「
宋
の
愚
人
が
玉
に
似
て
非
な
る
燕
石
を
宝

と
し
て
珍
重
し
へ
　
周
の
客
人
に
価
値
の
無
い
た
だ
の
石
だ
と
言
わ
れ
て
も
'
な
お
大
事
に
蔵
し
た
」
と
い
う
話
を
典
拠
と
す
る
こ
と
ば
。

「
減
石
」
の
用
例
は
見
当
た
ら
な
い
.
な
お
へ
清
の
愈
樋
が
『
春
在
堂
随
筆
』
で
こ
の
二
句
を
使
っ
て
い
る
.
〇
敢
有
塵
於
広
内
　
『
文

選
』
注
を
上
呈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
宮
廷
の
書
庫
が
汚
れ
る
と
い
う
謙
辞
。
「
塵
」
は
'
汚
染
の
意
。
「
広
内
」
は
'
宮
廷
の
書
庫
の
名
。
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『
漢
書
』
芸
文
志
総
序
の
「
是
に
於
い
て
蔵
書
の
策
を
建
じ
」
の
如
淳
注
に
引
-
劉
歌
『
七
略
』
に
「
外
に
は
則
ち
太
常
・
太
史
・
博
士

の
蔵
有
り
'
内
に
は
則
ち
延
閣
・
広
内
・
秘
宝
の
府
有
り
」
と
あ
り
へ
『
芸
文
類
衆
』
巻
五
五
引
梁
簡
文
帝
「
上
昭
明
太
子
集
別
伝
等
表
」

に
「
請
ふ
之
を
延
関
に
僻
へ
'
諸
を
広
内
に
蔵
し
」
と
い
う
。
○
庶
無
遺
於
小
説
　
取
る
に
足
ら
な
い
書
籍
で
も
漏
ら
す
こ
と
が
な
い
よ

ぅ
に
願
う
。
自
ら
の
『
文
選
』
注
を
小
説
に
た
と
え
た
謙
辞
。
「
小
説
」
は
、
『
漢
書
』
芸
文
志
小
説
家
に
「
小
説
家
老
流
は
'
蓋
し
稗
官

よ
り
出
ず
。
衝
談
巷
語
へ
道
聴
塗
説
者
の
造
る
所
な
り
」
と
定
義
さ
れ
る
も
の
で
'
君
子
の
関
わ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
書
物
と
み
な
さ

れ
て
い
た
o
 
O
伏
願
鴻
慈
'
曲
垂
照
覧
　
「
鴻
慈
」
は
'
大
恩
の
意
。
天
子
の
こ
と
を
い
う
O
『
芸
文
頬
果
』
巻
五
八
引
梁
元
帝
「
謝
宮

'

.

蝣

-

・

>

・

蝣

・

　

　

　

　

ふ

上

腸
白
牙
鐘
管
筆
啓
」
に
「
董
速
-
鴻
慈
を
降
し
'
曲
に
庸
随
に
軍
ぶ
に
若
か
ん
や
」
と
あ
る
。
「
曲
垂
」
は
、
君
主
が
臣
下
に
行
う
行
為

に
対
す
る
敬
辞
。
庚
信
「
謝
趨
王
賛
麻
布
啓
」
に
「
遠
-
聖
慈
を
降
し
'
曲
げ
て
衿
賑
を
垂
る
」
と
あ
る
。

第
六
段
は
'
『
文
選
』
注
を
上
表
す
る
こ
と
を
謙
辞
を
も
っ
て
述
べ
て
い
る
。
こ
の
段
の
里
語
や
『
閲
子
』
を
典
拠
と
し
て
使
う
の
も

李
善
の
博
学
ぶ
り
を
示
し
て
い
る
。

【
訳
文
】

臣
下
の
李
善
が
申
し
上
げ
ま
す
。
私
は
次
の
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。
天
道
は
宇
宙
に
輝
き
、
太
陽
や
星
を
光
で
飾
っ
て
地
上
を
照

ら
し
ま
し
た
。
道
徳
は
八
方
の
果
て
ま
で
行
き
渡
り
'
山
川
に
付
着
し
て
林
立
し
ま
し
た
。
そ
し
て
予
兆
を
示
す
天
文
自
然
現
象
が
現
れ
へ

美
徳
を
含
む
正
し
き
道
が
広
ま
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
は
人
と
調
和
し
て
よ
き
手
本
と
な
り
へ
教
化
完
成
の
根
本
と
し
て
遠
く
ま
で
及
び
ま

し
た
。だ

か
ら
伏
義
氏
の
結
縄
の
治
以
前
に
は
'
葛
天
氏
の
高
ら
か
な
歌
声
が
流
れ
へ
女
嫡
氏
が
笠
業
を
作
っ
た
後
に
は
'
舜
帝
の
「
卿
雲
歌
」

の
奥
妙
な
詞
が
輝
き
を
放
ち
ま
し
た
。
節
回
し
の
緩
急
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
へ
日
月
星
辰
が
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
軌
道
を
持
つ
よ
う
に
音

階
も
定
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
楽
器
の
音
色
は
ま
す
ま
す
の
び
や
か
に
な
り
'
歌
舞
も
た
い
へ
ん
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。
楚
国
の

詞
人
屈
原
は
'
は
る
か
昔
に
美
し
い
文
を
作
り
へ
漠
代
の
才
子
た
ち
は
'
長
年
に
わ
た
っ
て
美
文
を
彫
琢
し
ま
し
た
.
玄
論
清
談
は
正
始
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の
音
と
し
て
伝
わ
り
'
個
性
あ
る
風
格
は
建
安
の
体
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
o
陸
棲
は
江
を
渡
っ
て
北
方
に
行
き
へ
洛
陽
で
高
雅
な

詩
文
を
吟
詠
L
t
元
帝
が
江
東
の
地
に
晋
王
朝
を
再
興
す
る
と
士
人
た
ち
は
東
に
移
り
へ
詩
歌
は
江
東
で
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。

梁
王
朝
に
至
り
へ
大
い
な
る
才
能
は
ま
す
ま
す
震
し
-
な
り
ま
し
た
O
昭
明
太
子
は
'
皇
太
子
の
地
位
に
い
て
'
天
子
で
あ
る
父
に
礼

節
を
尼
-
し
た
と
い
う
評
判
を
得
ま
し
た
。
ま
た
へ
太
子
の
宮
で
学
問
を
講
究
L
へ
居
所
に
賢
人
才
子
を
招
き
い
れ
ま
し
た
。
名
品
を
'

周
秦
以
降
の
詩
文
の
林
か
ら
抜
き
取
り
へ
前
世
の
賢
人
の
詩
文
の
海
か
ら
汲
み
取
る
の
は
'
北
方
の
高
い
山
で
'
一
尺
の
宝
玉
の
品
さ
だ

め
を
L
へ
南
方
の
大
河
の
波
間
で
'
一
寸
の
宝
珠
を
捜
す
よ
う
な
も
の
で
す
。
だ
か
ら
へ
　
こ
の
一
集
を
撰
L
t
『
文
選
』
と
名
付
け
ま
し

た
。
後
輩
の
俊
英
の
士
は
'
皆
そ
れ
を
手
本
と
し
た
の
で
す
。

謹
ん
で
考
え
て
み
ま
す
に
'
陛
下
は
'
天
下
を
治
め
徳
を
完
成
さ
れ
'
神
智
と
深
謀
を
も
っ
て
教
え
を
垂
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
偉
大
な

る
天
に
則
り
至
尊
の
位
に
居
ら
れ
'
日
月
星
辰
の
光
の
ご
と
き
恩
徳
を
輝
か
さ
れ
'
聞
こ
え
る
こ
と
の
な
か
っ
た
音
が
世
の
変
化
に
応
じ

て
現
れ
へ
聖
天
子
の
六
代
の
古
楽
が
広
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
上
へ
誰
が
土
を
つ
ま
ん
で
山
を
高
く
し
た
り
'
小
川
を
海
に
流
し
込
む

よ
う
に
、
陛
下
の
御
徳
に
何
か
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か
。

私
は
み
す
ぼ
ら
し
い
家
の
低
い
家
柄
の
出
身
で
、
世
に
役
立
た
な
い
つ
ま
ら
ぬ
資
質
し
か
持
ち
合
わ
せ
な
い
も
の
で
す
。
粉
河
で
失
っ

た
書
籍
を
全
部
覚
え
て
い
た
漠
の
張
安
世
の
よ
う
な
強
記
は
な
く
嵩
山
の
下
に
あ
っ
た
竹
簡
を
も
読
解
し
た
晋
の
束
哲
の
よ
う
な
博
識

も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
そ
の
私
が
『
文
選
』
を
手
に
と
っ
て
読
み
始
め
て
か
ら
へ
　
か
な
り
の
年
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
『
文
選
』
を
読
ん
で

い
れ
ば
1
日
を
長
-
過
ご
せ
る
喜
び
は
あ
り
ま
し
た
が
'
縦
横
に
読
解
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
へ
駕
馬
の

ご
と
き
努
力
を
重
ね
へ
寸
暇
を
惜
し
ん
で
'
百
家
の
多
数
の
書
籍
を
取
り
上
げ
へ
注
釈
書
を
作
り
た
い
と
思
い
へ
合
せ
て
六
十
巻
と
い
た

し
ま
し
た
。

『
文
選
』
注
の
定
稿
が
完
成
し
た
ば
か
り
で
'
軽
率
に
も
上
皇
い
た
し
ま
す
。
私
蔵
し
て
自
分
だ
け
が
宝
物
の
よ
う
に
考
え
る
の
は
間

違
い
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。
宮
中
の
書
庫
を
汚
す
こ
と
に
は
な
り
ま
す
が
'
取
る
に
足
ら
な
い
書
籍
を
も
遺
漏
無
く
収
め
ら
れ
る
こ
と
を
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願
っ
て
お
り
ま
す
。
謹
ん
で
宮
中
に
参
内
し
て
上
皇
L
へ
陛
下
に
御
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。
以
上
謹
ん
で
申
し
上
げ
ま
す
。

以
上
へ
注
解
を
通
じ
て
述
べ
た
よ
う
に
'
李
善
は
た
だ
の
博
学
で
は
な
く
餅
文
創
作
の
才
も
兼
ね
備
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
更

0

に
『
文
選
』
の
李
善
注
の
釈
義
の
文
に
も
餅
文
が
散
見
す
る
。
た
と
え
ば
へ
巻
四
〇
楊
傭
「
苔
臨
指
侯
儀
」
(
集
注
本
巻
七
九
)
　
の
「
若

仲
宣
之
撞
漠
表
へ
陳
氏
之
跨
巽
域
へ
徐
劉
之
療
育
濠
へ
-
-
」
に
'
謝
霊
運
「
擬
貌
太
子
鄭
中
集
詩
」
(
『
文
選
』
巻
三
〇
)
　
の
語
を
使
い

な
が
ら
「
仲
宣
流
寓
楚
壌
'
故
云
漠
表
.
孔
埠
碧
身
蓑
氏
へ
故
云
巽
域
.
偉
長
滝
留
高
密
、
故
云
青
.
公
幹
輪
親
許
京
へ
故
云
濠
0
-
-
」

と
'
六
字
句
を
作
っ
て
注
釈
し
て
い
る
。
李
善
の
餅
文
創
作
の
才
は
'
『
文
選
』
の
注
の
中
で
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
'
紙
数
が
尽

き
た
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

2345

趨
振
鐸
氏
も
「
李
善
有
比
較
高
的
文
学
素
養
へ
他
写
的
《
上
文
選
注
表
》
就
是
〓
属
狽
好
的
餅
文
o
」
(
『
訓
話
学
史
略
』
　
中
州
古
籍
出
版
社
一
九

八
八
年
)
　
と
評
し
て
い
る
。

九
条
本
・
上
野
氏
蔵
妙
本
(
作
上
注
表
)
・
明
州
本
・
真
木
の
末
尾
。
尤
本
・
胡
刻
本
の
末
尾
は
「
顕
慶
三
年
九
月
日
上
表
」
に
作
り
へ
官
職
名
は

冒
頭
に
記
す
o
参
軍
の
下
へ
板
木
は
皆
「
事
」
字
を
脱
し
て
い
る
。
今
へ
　
九
条
本
・
上
野
氏
蔵
妙
本
に
よ
っ
て
補
う
。

『
旧
唐
書
』
儒
学
伝
・
『
新
唐
書
』
文
芸
伝
は
'
「
顧
慶
中
(
六
五
六
-
六
六
l
)
」
と
記
す
の
み
で
特
定
し
て
い
な
い
。

中
華
文
化
要
籍
導
読
叢
書
『
文
選
導
読
』
　
巴
軍
書
社
　
l
九
九
三
年
。

高
歩
滅
『
文
選
李
注
義
疏
』
'
酪
鴻
凱
『
文
選
学
』
源
流
第
三
(
節
錬
高
氏
注
)
へ
張
鵜
之
・
蘇
偉
列
注
釈
∧
孫
望
・
郁
賢
蛤
主
編
『
唐
代
文
選
』
(
下
)

江
蘇
古
籍
出
版
社
一
九
九
四
年
V
の
注
釈
を
参
照
し
た
。

『
文
選
』
注
に
見
ら
れ
る
釈
義
の
注
に
つ
い
て
は
へ
　
『
新
唐
書
』
文
芸
伝
に
記
載
さ
れ
て
い
る
逸
話
か
ら
'
李
亀
の
手
に
な
る
と
す
る
説
が
あ
る
が
'

こ
れ
は
既
に
拙
論
(
「
『
文
選
』
李
善
注
小
考
　
-
　
李
善
の
『
文
選
』
解
釈
」
　
『
学
大
国
文
』
第
三
五
号
)
　
で
否
定
し
た
。

(
一
九
九
五
・
八
・
三
〇
)



李善の「上文選注表」について(富永)

夫子李善「上文迭注表」
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富　永　-　登

対干李善『文逸』注的坪併似乎元須賛言。但据『新唐事』文芸侍中「掩貫

古今,不能属辞O故人号令麓O」的記載,為李善其人的文学創作オ能所予的坪

俳却末必見高O

『文逸李注又疏』中,高歩滅為李善的「上文逸注表」作注,税: "至新得

事篇之号,殊不足信。善文不多見,即以此表現之,蘭括魂雨,校之四禿・雀.

李渚家,殊元塊色。則所謂不能属辞者,殊不待排O''既批判了『新唐事』的i己

載,且又指出了李善的文オ彼高。可是,吋至今日対干該表,似乎尚未出現今人

称道的樺又。

据此,本文試対「上文連注表」作-蒔注,巽以究明李善研文創作之文オo




